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将来の見通しに関する注意事項将来の見通しに関する注意事項

この資料に記載されている経営戦略、計画や見通しなどは、過去の事実を除い

て将来の予測であり、現時点において入手可能な情報や合理的判断の根拠とす

る一定の前提条件に基づいており、実際の業績等は今後の様々な要因によって、

これら見通しとは大きく変動する場合があります。

また、当社を含め当業界は、ユーザーニーズの多様化など、市場環境の変化に

よっては業績が大きく振れる可能性があります。

業績等の変動要因としては、①売上高の過半数を占める家庭用ゲームソフトの

ヒットの有無や販売本数の多寡、②家庭用ゲームソフト開発の進捗状況、③家庭

用ゲーム機の普及動向、④海外市場の売上状況、⑤株価、為替動向、⑥他社と

の開発、販売、業務提携、⑦市場環境の変化などが挙げられます。

また、業績に影響を与える要因はこれらに限定されるものではありません。
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コンシューマ用ゲームソフト事業コンシューマ用ゲームソフト事業 上期概況上期概況

３．３．日本ゲーム大賞日本ゲーム大賞20020077でで、メーカー最多７タイトルを受賞、メーカー最多７タイトルを受賞

１．１．「逆転裁判」シリーズを上期約「逆転裁判」シリーズを上期約100100万本出荷万本出荷

・国内サードパーティのタイトルとしては初のミリオンセールス

・ 年間作品部門 大賞 「モンスターハンターポータブル 2nd」
・ 年間作品部門 優秀賞 「大神」 「ロスト プラネット」 ・グローバル賞 「デッドライジング」
・ Future部門 「デビル メイ クライ４」 「戦国BASARA2 英雄外伝」 「宝島Z」

・ライトユーザー、女性層に訴求し、 新たな顧客層を開拓することに成功した

・「逆転裁判４」（52万本）をはじめ廉価版も好調、NDS向けの新たな主力フランチャイズに成長した

２２．．「バイオハザード４「バイオハザード４ Wii editionWii edition」が」が100100万本を突破（万本を突破（1010月月3030日付）日付）

・Wiiのゲーム性を活かしたタイトルを適時投入、新ハードでの開発力を示した

４４．．「モンスターハンター「モンスターハンター フロンティア」（フロンティア」（PCPCオンラインゲームオンラインゲーム))が正式サービス開始が正式サービス開始

・７月５日より正式サービスを開始

・初のカプコン主体のオンラインゲームとして経験値を高めつつ、新たなタイトルを開発中

上期は主力タイトルが無かったものの、販売タイトルは総じて上期は主力タイトルが無かったものの、販売タイトルは総じて

堅調に推移し、好業績を収めた堅調に推移し、好業績を収めた
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コンシューマ用ゲームソフト事業コンシューマ用ゲームソフト事業 上期概況上期概況

（単位：千本 ）

■■ 上期上期 主要タイトル販売実績主要タイトル販売実績

WiiWii向け、向け、NDSNDS向けそれぞれにヒットタイトルを輩出し、向けそれぞれにヒットタイトルを輩出し、

新ハードへの開発体制に適切にシフトした新ハードへの開発体制に適切にシフトした

ハード タイトル名 地 域 発売日 実 績 合　計

米 国 6/19 420
欧 州 6/29 410
日 本 5/31 140

NDS 逆転裁判 4 日 本 4/12 520 520

日 本 - 250
海　外 8/28 220

PC ロスト プラネット（PC版） 全世界 6/26 310 310

Wii
バイオハザード４

Wii edition

PSP

970

470
モンスターハンターポータブル 2nd

（国内：リピート　海外：新規）
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コンシューマ用ゲームソフト事業コンシューマ用ゲームソフト事業 上期概況上期概況

（単位：百万円）

（単位：千本 ）

■■ 上期上期 コンシューマ用ゲームソフト事業コンシューマ用ゲームソフト事業

( 内 訳 )

「バイオハザード４「バイオハザード４ Wii editionWii edition」や「逆転裁判４」を筆頭に、」や「逆転裁判４」を筆頭に、

各販売タイトルが順調に推移し、計画を上回った各販売タイトルが順調に推移し、計画を上回った

（単位：千本 ）

2005/9 2006/9 2007/9 増減

タイトル数 36 32 50 18             

日　　 本 1,540 1,700 2,900 1,200

米　　 国 1,530 2,000 1,700 -300

欧　　 州 1,150 850 1,200 350

ア ジ ア 100 150 100 -50

合　　 計 4,320 4,700 5,900 1,200

2005/9 2006/9 2007/9 増減

他社タイトル 910 620 960 340

旧作・廉価版 880 1,500 2,100 600

2005/9 2006/9 2007/9 増減

売 　     上 14,373 15,735 16,323 588

営業利益率 -8.1% 14.4% 15.1% 0.7%
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コンシューマ用ゲームソフト事業コンシューマ用ゲームソフト事業 下期戦略下期戦略

１．１．マルチプラットフォーム戦略の強化マルチプラットフォーム戦略の強化

・当社の基幹戦略を各フランチャイズで順次実現

・『デビル メイ クライ』 最新作「デビル メイ クライ ４」を Xbox 360、PS3、PCに発売

・『モンスターハンター』 「モンスターハンターポータブル 2nd G」をPSPに、

「モンスターハンター3(トライ)」をWii向けに供給表明

・『ロスト プラネット』 Xbox 360、PCに発売済、今期PS3にも発売

２２．．海外プライベートショーでのプレゼンス強化海外プライベートショーでのプレゼンス強化

・E3ショーの変容に伴い、海外向けタイトルのプレゼンス向上策として、当社プライベートショー

「Gamersô Day」を強化し、欧米にて開催（米国4月・英国10月）

・Gamersô Dayでの発表タイトル一例（発売日全て未定）

・『トップシークレット』（海外名：Bionic Commando) PS3/Xbox 360/PC向け

・『Dark Void』 対応機種未定

・『Street Fighter  Ⅳ』 対応機種未定 ・『大神』 Wii版（PS2版発売済）

・『Lost Planet』 PS3版（Xbox 360版、PC版発売済）

海外戦略およびマルチプラットフォーム戦略を強化し、海外戦略およびマルチプラットフォーム戦略を強化し、

一層の成果を結実させる。一層の成果を結実させる。




